
経営発達支援計画(令和７年度)実績報告 

Ｉ.経営発達支援事業の内容 

 

地域の経済動向調査に関すること 

①小規模企業景気動向調査   

地区内の経済動向を調査・分析することにより、地域の特性や弱点・課題等を明確にするため、

全国商工会連合会が定めている「小規模企業景気動向調査」を毎月実施した。 

②川根本町景況調査   

管内企業のアンケート景況調査・聞き取りによる業種別景況調査をまとめ町行政へ報告を行った。

商工会への要望として回答された意見についてヒアリングし、情報収集を行った。 

①、②とも実施報告については HPではなく会報（商工会だより）において行った。 

 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

① 小規模企業景気動

向分析の公表回数 

12 12 12 12 12 12 

② 川根本町の景気動

向分析の公表回数 

1 1 1 1 

 

1 1 

 

 

需要動向調査に関すること 

全国商工会連合会主催の全国物産展、静岡県商工会連合会主催の物産展（GOODLIFEフェア、県内物

産展等）への出展支援と、消費者に対する聞き取りアンケート調査を実施し事業者にフィードバッ

クを行った。フィードバック結果を踏まえ、専門家派遣による商品のブラッシュアップ支援を実施

した。 

 

 

 

 

 

経営状況の分析に関すること 

①経営分析を行う事業者の発掘 

巡回・窓口相談を介した掘り起しを行った。補助金申請や金融斡旋に係る事業計画の策定時、記帳

委託者の帳簿処理に際して、直近の試算表を元にして現在の経営状況や強み・弱みなどの気づきを

与える機会をつくった。それにより、経営者自らが自社の経営課題等を把握するように促すことに

繋がった。 

 

② 経営分析の内容 

【対象者】巡回、訪問の中から、意欲的な事業者を選定 

【分析項目】定量分析たる「財務分析」と、定性分析たる「ＳＷＯＴ分析」を行った。 

≪財務分析≫売上高、経常利益、損益分岐点、粗利益率 等 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

商談会等での需要調

査対象事業者数 

3者 3 者 3者 3者 3者 3者 



≪SWOT 分析≫強み、弱み、脅威、機会 等 

 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

経営分析事業者数 15者 15者 15者 15者 15者 15者 

 

事業計画の策定実施支援に関すること 

① ＤＸ推進セミナーの開催 

Instagram を使った情報発信強化事業「FUNFAN 大作戦」の実施に伴い、SNS を活用した情報発

信方法についてのよろず支援拠点の協力により個別講習会を開催した。（４名参加） 

また、事業環境変化対応事業において、AI を活用した販促手法についての講習会を実施した。

（2回開催） 

②  専門家等派遣 

経営指導員等による相談対応を行う中で必要に応じて静岡県商工会連合会広域支援拠点の広域

指導員や外部専門家の派遣を実施する。 

 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

① DX推進セミナー 1回 3 回 1回 1回 1回 1回 

② 専門家派遣回数 20回 28回 20回 20回 20回 20回 

事業計画策定事業者数 15者 15者 15者 15者 15者 15者 

 

事業計画策定後の実施支援に関すること 

事業計画を策定した事業者を対象として、巡回訪問等を実施し、策定した計画が着実に実行されて

いるか定期的かつ継続的にフォローアップを行ってきた。 

頻度については、事業者からの申出等により臨機応変に対応した。 

 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

フォローアップ対

象事業者数 

11者 14者 11者 11者 11者 11者 

頻度（延回数） 24回 39回 24回 24回 24回 24回 

売上増加事業者数 5者 １者 5者 5者 5者 5者 

営業利益率 1％以

上増加事業者数 

4者 １者 4者 4者 4者 4者 

 

新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

 

① 川根本町産業文化祭への出店事業 

意欲のある当地域の飲食店や小売店、食品製造業者が対消費者の新たな需要を開拓するため、｢川

根本町産業文化祭｣への出店支援を行った。各店舗の売上額については、イベント後の聞き取り・

確認が十分にできず、全件の把握には至らなかった。今後は、報告時点で確実に確認できる運用に

改めたい。 

②｢特産品等販路開拓支援事業｣への参加事業 

｢特産品等販路開拓支援事業｣は静岡県商工会連合会が主催する事業であり、静岡県下商工会会員事



業者の販路開拓を目的としている。販売機会を求める事業者に対してチャレンジショップや物産展

等の支援策が用意されており、それぞれ出店支援を行った。 

全国物産展、GOODLIFEフェア、県連アンテナショップ（静岡伊勢丹、遠鉄百貨店）、しずおかの味

めぐり in新静岡セノバへの参加を支援した。 

③ SNS活用支援 

Instagramを活用した情報発信強化事業「FUNFAN大作戦」を実施し、各事業者に対して情報発信の

重要性の理解促進を図るとともに、日常的・継続的な情報発信の定着に向けて取り組んだ。 

売上増加率に関して数値までは把握できなかったが、４件の売上増を確認した。 

④ 新規 EC利用支援 

前述の通り、販路開拓支援事業を活用し物産展に参加した事業者に対し、専門家派遣による商品の

ブラッシュアップ支援を実施したが、支援の中で効果的な商品紹介のリード文・写真撮影について

も指導した。しかしながら令和７年度の売上増加には至らなかった。 

 

  R7目標 R7実績 R8目標 R9目標 R10目標 R11目標 

①川根本町産業文化

祭出展支援事業者数 

15者 16者 15者 15者 15者 15者 

売上額（千円/者） 30  - 30 30 30 30 

②特産品等販路開拓

支援事業者数 

2者 3 者 2者 2者 2者 2者 

売上額（千円/者） 100 130/者 100 100 100 100 

成約件数 2件 3 件 2件 2件 2件 2件 

③新規 SNS 活用支援

事業者数 

10者 30者 10者 10者 10者 10者 

売上増加率（％/者） 10 （４件） 10 10 10 10 

④新規 EC 利用支援

事業者数 

1者 1 者 1者 1者 1者 1者 

売上増加率（％/者） 10 0 10 10 10 10 

 

 

Ⅱ経営発達支援事業の円滑な実施に向けた支援力向上のための取組 

事業の評価及び見直しをするための仕組みに関すること 

 

①経営発達支援計画評価のための｢検証会」の開催 

当商工会の事務局長と法定経営指導員、外部有識者として川根本町産業振興課、地域金融機関、中

小企業診断士をメンバーとする経営発達支援計画評価のための｢検証会」を年 1 回開催し、実施状

況について評価をいただいている。 

 

②ＨＰ及び会報による広報 

年度最初の理事会において実績について説明を行い、川根本町商工会 HPにも掲載した。 

 



経営指導員等の資質向上等に関すること      

①外部講習会等の積極的活用 

経営指導員の支援能力の一層の向上のため、「経営指導員研修」、中小企業大学校主催の書く研修

会に参加し資質向上に努めた。 

②ＯＪＴ制度の導入 

全職員が支援日報を毎日作成し、リアルタイムの情報を共有することで事業者へのアプローチ、

支援策の掘り起こし等意見を出し合う環境づくりを行った。 

業計画策定支援の方法について指導員がその都度支援し、スキルアップに繋げた。 

③経営指導員会議等の職員間の定期ミーティングの開催 

月３～４回、全職員によるミーティングを実施。支援の課題や支援ノウハウ、事業者情報、地域

情報等について情報交換を行い、情報の共有化を図った。 

④ＤＸ化に向けた相談・指導能力の習得・向上 

ＤＸについては、ＡＩを活用した業務効率化、経営支援手法について中部地区指導員部会研修会

や事業環境変化対応型支援事業の研修会に参加し知見を深めた。 

通常業務においては、その都度得られたノウハウを他の職員へ共有し、業務効率化の推進につな

げた。 

 

他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

①商工業振興実務担当者会議への参加 

川根本町産業振興課主催で行われている会議に毎月参加した。地域経済の動向や創業支援、雇用

対策、事業承継支援等について情報交換を実施してきた。 

②静岡県中部地区商工会の「経営指導員部会会議」への参加 

経営指導員部会会議は７商工会、経営指導員部会員３０名ほどで構成され、会議や研修会、視察

研修が開催された「l.各管内の小規模事業者」のより具体的な動向、支援の現状、支援ノウハウ等々

情報交換を行った。 

③川根本町創業支援・事業承継ネットワーク事業への参画 

川根本町における創業促進及び中小企業の事業承継支援を目的とした「川根本町創業支援・事業

承継ネットワーク事業」に参画し、関係機関との連携を図った。事業を通じて、創業支援や事業承

継支援に関する情報共有及び連携体制の強化に努めた。 

 

Ⅲ地域経済の活性化に資する取組 

地域経済の活性化に資する取組に関すること 

①「産業文化祭実行委員会」への参加（年 3回） 

川根本町、文化協会、農業振興団体、商工会等で構成する「産業文化祭実行委員会」 が年 3 回開

催され、本委員会に参加した。委員会では、農林業から小売業、観光業に至る産業振興を図るイベ

ントの企画内容の検討やスムーズな運営についての協議を実施している。 

②「ふるさと祭り実行委員会」への参加(年 3回) 

川根本町、川根本町観光協会、中部電力、ＪＡ、森林組合、国の出先機関、商工会等で構成する、

「ふるさと祭り実行委員会」が年 3回開催され、本委員会に参加した。当委員会では、観光客のお

もてなしを目的とした地域の特産品販売、地域ＰＲのイベントに係る企画、運営を検討している。 



③「ふれあい市」の開催(年金支給月) 

島田掛川信用金庫川根支店と連携し、小売業の活性化と商店街のにぎわい創出及び高齢者の憩いの

場を提供することを目的に 8月を除く偶数月の年金支給日に開催。 

 

 

【自己評価】 

令和 7 年度は、経営発達支援計画に基づき、事業者支援、販路開拓支援、地域経済の活性化、

情報発信支援に取り組んだ。 

まず、事業者支援については、巡回や窓口相談を通じて、事業者の経営課題の把握と経営分析、

事業計画策定支援、策定後のフォローアップを実施した。しかし、支援を進める中では、事業者

ごとのニーズの掘り起こしという部分で難しい部分があることを実感した。今後は、巡回や対話

の機会をさらに充実させ、事業者とのコミュニケーションを強化することで、より実態に即した

支援につなげていく必要がある。 

次に、販路開拓支援事業については、全国物産展や県内物産展等への出展支援、消費者への聞

き取りアンケート、専門家派遣による商品ブラッシュアップ支援などを実施してきた。一方で、

今後は単に販売機会を提供するだけでなく、消費者アンケートをいかに効率的かつ効果的に収集

し、商品改善や販売戦略に結びつけていくかが課題である。また、「誰に、何を、どのように売っ

ていくのか」という視点を、事業者自身がより明確に持てるよう支援していく必要がある。 

地域全体としては、高齢化の進行に伴う廃業の増加が大きな課題となっている。今後も高齢化

が進むことが見込まれる中で、地域の事業や産業を将来につないでいくためには、創業支援とあ

わせて事業承継支援をより一層強化していくことが重要である。そのため、行政、金融機関、関

係支援機関との連携をさらに深め、地域事業者の存続と地域経済の維持・発展に向けた支援を強

化していきたい。 

最後に、情報発信支援については、今年度特に重点を置いて取り組み、Instagramを活用した

情報発信強化事業「FUNFAN大作戦」などを通じて、事業者の情報発信への意識向上と実践の機会

づくりを進めた。その一方で、発信ターゲットの絞り込みが不十分であり、「誰に向けて何を伝

えるか」が明確でないまま、単に投稿を掲載するだけの運用にとどまるケースも見られた。また、

忙しさを理由に情報発信が後回しとなり、閲覧数やフォロワー数の伸び悩み、継続意欲の低下に

つながるなど、悪循環も見受けられた。さらに、SNSのデータ分析や活用が十分にできていない

ことから、効果検証まで踏み込んだ支援が今後の課題である。今後は、専門家等の支援を活用し

ながら、ターゲット設定、投稿内容の整理、効果検証まで含めた実践的な支援へと改善していく

方針である。 

 

 


